








































( ほ 2 】








【 注 ー 0 】
村一王'佐宗美邦'竹田弥太郎'増田正二'膏本三平､井原一郎｡新人とはいえ､『月刊マンガ･マン』や『アサヒ




【 汀 = l 】
か'芸術団体かの運営をめぐってしこりがのこった｣という｡
そのため会合には参加したものの庄司寸五は結局所属せず､やがて井原1郎､竹田弥太郎'吉本三平､北村1王が
脱会した.つまり､新漫画派集団は当初二十名で発足'すぐに十六名とな わけ る.1方'石川進介'中村篤九,横井福次郎､清水崖'秋好馨､村山しげるがのち 入会し ｡黒沢はじめの｢半営業団体'半芸術団体と考えれ









( : 1 5 】
していた｡漫画家の徒弟制度はこの後も長-続-ものの､新漫画派集団は超党派で構成されていた点も特筆に値する｡すなわち､岡本一平門下､堤寒三門下など徒弟制度に縛られない集まりになった｡しかし､楽天門下生とプロレタリア系の漫画家は参加していない｡
新漫画派集団以前にも漫画家の組織としては東京漫画会や日本漫画連盟があっ ものの､それは同業者による親睦
組織であ-､組織と の行動は漫画展等のイベン-的 のを催す程度だった｡新漫画派集団は単に親睦のみを目的としているだけではないことで､これら 団体とは異なった性格を持つといえる｡
新漫画派集団のプロダクションとしての機能を見てみる｡旧　事務所の設置
【 ‖ _ 6 】
事務所は当初､銀座六丁目の洋食屋の二階に設置した｡のち'銀座四丁目の塚本ビル二階に移った｡広さは十四













E 仕 1 8 】
㈲　海外部の設置会社組織ではないものの'機能面ではいわゆる芸能プロダクションと近いといえよう｡すなわちタレントを売りだ
して,彼らの稼ぎだす収入の1定割合をマネジメント料として売上を立てる形式である.あるいは純粋な意味での制作プロダクション､製作プロダクションか｡メディアに対して作品の供給 する組織とすれば制作プロダクション｡合作漫画や作品の割り振りなどのプロデュース面までを依頼されているとすれば製作プロダクションといえよう｡新








になく著作権管理や商品化を管理するような はなかった.現代のマンガプロダクションの主な機能の1つが著作権管理であることを思えば､おおらか 時代といえる｡横山隆一の｢フクちゃん｣は単行本､商品化､映像化されたが､現在のような複雑な構造の著作権 は必要 かった｡
プロダクション設立後『アサヒグラフ』､『漫画サロン』『キング』『婦人画報』などに が多く掲載されるように
なった｡『漫画年鑑』による 一九三三年一年間の集団員の業績 十五の新聞と五十の月刊誌'週刊誌､二つパ フ




【 I I T 7 )
八､小泉四郎､森熊猛 秋怜二らが参加した｡他にもい-つか集団ができた｡このこと ら新漫画派集団というプロダクション･システムは当時のメディアに対 て有効な組織だったことがわかる｡
第二次世界大戦によって､新漫画派集団は他の団体(三光漫画スタヂオ'新鋭 画グループ､漫画協団'国防漫画




【 注 2 2 】
トキワ荘とは東京都豊島区椎名町五丁目三豆三にあったアパートの名称である｡このトキワ荘に当時'関西出身




た｡これら1連 手塚作品に刺激を受けた少年たちは手塚風マンガをマンガと位置づけ'『漫画少年』を中心に活躍の場を広げようとしていた｡『漫画少年』は戟前講談社で『少年倶楽部』の編集長をしていた加藤謙一が起こした雑誌で,制作費の面から大 の執筆者を大量に使うことができずに新人マンガ家'素人の投稿家へ広-門戸を開けた ｡
手塚に続いてトキワ荘に入居したのは寺田ヒロオだった｡寺田ヒロオ(本名は博雄)は一九三四年新潟県に生まれ
る｡『漫画少年』に投稿がきっかけで となった｡-キワ荘には一九五三年 末に入居(一九五七年六月退去)｡のちに『漫画少年』投稿欄の選考をするように る｡投稿者 ちは寺田を中心に'次第に集まってきて新漫画
【 ほ 2 5 】
党という組織を一九五四 七月九日に作った｡これは『漫画少年』投稿グループで､寺田ヒロオ'坂本三郎'永田竹丸,森安直哉,藤子不二雄がメンバーであった｡新漫画党結成の目的は既 の児童漫画にない新鮮な児童漫画 制作
∩ : - 2 )







【 汗 2 7 】
た｡のち､水野英子が一九五六年春から約四ケ月､よこたとくおも五六年 約三年暮らした｡
トキワ荘に住んでいたのは地方出身者であ-'手塚は兵庫 出身､寺田は新潟県'藤子は富山県'赤壕は新潟県､
森安は岡山県'鈴木は長崎県､水野は山口県だった｡鉄道や通信なども現在に比べて未発達な時代であり､地方にいては東京の大手出版社から仕事を得ることが難し-マ ガ家としての成功は望めなかったからだ｡またマンガ家などという職業が成立するかどうかも怪しい頃 った｡マンガ家の社会一般の地位も低く､東京 在住し､仲間と寄り合うこ でマンガというものにしがみついていたと推測できる｡
この時代'児童マンガの発表の場はほとんど月刊雑誌に限られてお 『少年クラブ』 少女クラブ』　(講談社)'『少
年』　(光文社)､『少年画報』　(少年画報社)'『冒険王』　(秋田書店)等があった｡しかし これら月刊誌は現在のようなマンガ雑誌ではな-､子供向け総合月刊誌であ-マンガが占める割合は多-なかった｡本誌紙面 手塚をはじめとする既存のマンガ家による作品が掲載されてお-'本誌とは別に別冊付録として全編マ 小冊子(六十四ペ-
専修国文　第85号　72
【 托 2 8 】
ジ)がついていた｡一九五五年五月号の『少年』は二五〇ページ中マンガは八本､五十一ページ｡別冊付録は四冊付いており,うち二冊がマンガだった｡新漫画党の面々は『漫画少年』にはカットや四コママンガなどを発表し'他に
【 往 2 9 】
月刊誌の別冊付録を担当する｡また､関西から火がついた貸本漫画が広がっていき'これらも作品発表の場となった ｡
【 旺 3 0 】
l九五六年五月'石森幸太郎(l九六一年退去)と'赤塚不二夫二九六1年十月退去)がトキワ荘に入居｡撃l
次新漫画党を結成する｡メンバーは寺田ヒロオ'藤子不二雄'鈴木伸一'石森幸太郎'つのだじろう､赤塚不二夫'




【 旺 3 2 】
畑　仕事を求めてお-､新人だから原稿料は安い｡
【 注 3 1
『漫画少年』廃刊数ヶ月前は原稿料の未払いがあり'-キワ荘のマンガ家たちは『漫画少年』の執筆量が多く未












とつの物語を完結させるのに数十ページ､数百ページ費やす時代に突入しはじめていたのである｡また雑誌の数も増えていた｡制作すべきマンガ 量は｢新漫画派集団｣の時代に比べると飛躍的に増加する｡漫画家がひとりで執筆できる生産量を遥かに越え､アシスタントを使わなければ注文に応じきれなかった｡一九五九年に創刊される『週刊少年サンデー』 『週刊少年マガジン』の'週刊誌の時代になるとそ 傾向は拍車がかかる｡プロの漫画家が互いに手の空いてい 時に手伝い合う程度では間に合わな-な-､そ ぞれが専用 アシスタン-を雇 ､まず制作面 のプロダクション化が進むのである｡
著作権管理は､トキワ荘のマンガ家たちの の多-は小学館､講談社など大手出版社が扱 おりそれぞれの出













【 ほ 3 9 】
う･たかを,松本正彦'桜井昌二高橋其琴'久呂田まさみ'辰巳ヨシヒロの六人｡『影』以前の貸本マンガは多-
E 旺 4 0 -
はB6版,二一八ページの長編措き下ろしだったところ'人気作家を集めて雑誌のような短編を収録した単行本(覗在でいうところのアンソロ', ,了集)を辰巳が考案し .単行本でありな ら' のように短編で1冊になった本を称して当時'短編誌といった｡
当初,八興側は短編誌に積極的ではなかった｡新人の貸本マンガで四〜七千部だった時代に『影』創刊号の発行部
マンガプロダクション論(-)75
【 ‖ 4 1 】
数も七千部-らいだった｡貸本専門の出版社には多-の場合､編集者は存在せず執筆者をまとめる役割を担うものがいなかった｡全編措き下ろしの長編マンガであれば編集者はいな-てもできあがってきた原稿を印刷､製本すれば商品になった｡短編誌は執筆者の調整やページの割り振り'編集作業などその分手間 かかると考えていたのだろ ｡八輿の場合はベテランのマンガ家久呂田まさみが実質的編集長 役割を担った｡ところがこの企画は大当た-し､八興に潤沢な利益をもたらした｡八興は漫画集団の漫画家たちの単行本を東販､日販等の一般流通を通じて発行することに社運を賭ける｡しかしこれが失敗し'『影』十号まで出し'八興 営業停止に る｡
l‖4]
八興の営業停止によ-'久呂田は名古屋の書籍取次をしていた東海図書で短編誌『街』を企画｡創刊号は一九六七










【 旺 4 5 )
この後'辰巳は東京の兎月書房より依頼を受けて短編誌『摩天楼』　の編集を手がけることになる｡『摩天楼』執筆
者たちが中心となって一九五九年一月｢劇画工房｣を立ちあげた｡劇画工房という名称はすでに辰巳が使用しており'さいとうもTS工房と名乗っていた｡しかし実態はいずれも工房ではな-一人で措いているだけだった｡劇画工












ー 江 4 7 】
かわ栄一(園田光慶)､水島新司､永島慎二､コン太郎(杉村篤)'影丸譲也'山本正晴､失代まさこ 下元克己
































【注6】　下川凹天へしもかわおうてん 九二 七三)'本名は定経｡奄美大島出身｡ 滞楽天の弟子｡ ち
破門される｡代表作は｢男ヤモメ 巌さん｣
【注7】細木原青起八はそきばらせ き)　(1八 五〜1九五八)､鳥越静枝とも.『朝鮮パック』などで活躍｡【注8】麻生豊へあそうゆたか)　二八九八〜1九六1)'大分県出身｡代表作は｢ノンキナ-ウサン｣｢只野凡児｣【注9】　『杉浦幸雄のまんが交友録』杉浦幸雄､家の光協会'1 七八t p49では｢五月の末｣としている｡1九三
三年十二月発行の　『新漫画派集団･漫画年鑑　月報録』　には｢六月｣と書かれている｡明確な日付は記録として残っていないが､現在では六月下旬が定説となっている｡




【注S)『わが漫画人生1寸先は光』杉浦幸雄'東京新聞'1九九五へp6【注537前掲書 1 0】pl【注望『フクちゃん随筆』横山隆二講談社､11g六七㌧Pl【注e]『第二･でんすけ 筆』横山隆l,四季社'完五五㌧p2
r :
【注望前掲書【注 1  0 】 p 1 4 3【注邑『日本漫璽〇〇年』須山里,芳賀書店'完六八'p1 50【注望四丁目とされている資料もある ､バス停名が四丁目だったための誤記.1九八1年に解体が決定｡【注gG)『ぼくはマンガ家』手塚治虫,角川文庫,完七九へp7
1
【注望『新雪島』作･構成酒井七馬'画手塚治虫｡日本育英出版二九四八年【注望『二人で少年漫画ばかり措 てきた 藤子不二雄,文春文庫'1 八〇､pl【往訪)『まんが横町の住人たち』永田竹丸,ペップ出版'完八九'p1 0【注27】『-キワ荘物語』手塚治虫･他'翠楊社へ一九七八'p48【注望『少年マンガ大戦争 本間正夫,蒼馬社, 〇〇､ 1 3 1【注望赤塚不二夫のデビュー作は 嵐をこえて』曙出版だった.【注EB]『章説･J･キワ荘･春』石ノ森幸太郎､風塵社 1九九六､p26によると｢六月の終わりか七月のはじめ｣
81マンガプロダクション論(-)
となっている｡前掲書【注g3]p164によると五月｡『-キワ荘実録』丸山昭､小学館文庫､完九九,plによると五月となっている｡
【注邑前掲書【注tq]21【注望『漫画少年』(学童社)は1九五六年十1月号で廃刊となった.【注 m  c Y ? ] 前掲書【注 E G ] 2 1  6【注g]前掲書【注tG] p 1  2【注Eq]　『トキワ荘実録』丸山昭､小学館文庫､1九九九,p5
1
【注望｢ともがき｣(ヤングマガジン)､ちばてつや､講談社､二〇〇八､四十九号､五十号【注Es]諸説あ-､四十万部七八十万部ともいわれているが､実態は不明｡【注望『ぼ-は劇画の仕掛け人だった』桜井昌二エイプリル出版､1 七 pl【注83]『貸本マンガRETURNs』貸本 ンガ史研究会縮､二〇〇六年 ポプラ社t p1 9｡他､二〇〇九年には
小学館クリエイティブから『影』　『街』　の復刻版が発刊されている｡
【 注 胡 】 前 掲 書 【 注 3 9 】 　 p 1  8【往生前掲書【注83]pSg.『｢劇画の星｣をめざして』佐藤まさあき'文垂春秋 l 六､p80によると六千部
-らいo前掲書【注曇には四千部を越えないとある.発行後1年で九千部になる.
【注42】名古屋市中区呉服町三の七｡【注g]辰巳ヨシヒロ以前に松本正彦が自らの作品を｢駒画｣と称し ｡【注 4 4】前掲書 l注 3 8 】　 p 8 4
専修国文　第85号　82
【往生　『摩天楼』創刊号は一九五九年二月発行【注望『劇画漂流(下)』辰巳ヨシヒロ,青林工慧ロへ二〇〇八へp3【注537『｢劇画の星｣をめざして』佐藤まさあき,文蛮春秋'一九九六､p1 2 8【注盟前掲書【注Eq]p8【注盟小学館'講談社など中央大手出版社においてもマンガ単行本の発刊は六〇年代以降である｡【注EB )前掲書【注望p1  3
